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結された「環動ゲノレ (slide-ringgel) Jと呼 図l.ポリロタキサンの分子構造。
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ノーマル・バタフライパターン (abnormalbutterf1y pattem) と呼ばれる遠心方向と垂直
方向に悼びた散乱ノfターンを示すことが知られている。しかし、環動ゲノレは、廷伸下で



































































































性震と、ポリロタキサンを架橋した可動架 F 8 。五
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